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10 コストの幅は岩種の遣い等によ
るもの
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( 裏手元干二五2 (2030年 10GW) 

経済産業への影響

既存のエネルギ一基本計画(設
備容量68醐)通り建践が進んだ
得合の設備容量との差分 (68
300038G聞の発電電力量を仮に全
量天然ガス火力で代嘗した場
合、約1.7兆円相当の園奮が海外
に流出することとなる.燃料費
高騰に伴い電気代が僧加すると
消費への影響、製造業等の濁外
移転により、国肉の景気が悪化
する恐れがある.

既存のエネルギー基本計画(設
備容量68GW)通り建置が進んだ
場合の設備容量との差分 (68-
10=580聞の発電電力量を全量天
然ガス火力で代替した犠合.約
2_ 6兆円相当の国富が海外に琉出
することとなる.燃料費高雄に
伴い電気代が糟加すると消費へ
の影響.製造業等の海外移転に
より.園内の景気が悪化する恐
れがある.

既存のエ才、ルギー基本計商(設
備容量68'的通り建設が進んだ
場合の控備容量との差分 (68
O~田GW) の発電電力量を全量天
然ガス火力で代替した鳩合約
3兆円相当の国首が海外に流出
することとなるa 燃料費高騰に
伴い電気代が増加すると消費へ
の影響、製造業等の海外移転に
より、圏内の景気が悪化する恐
れがある.

本新規追加項目
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核不拡紋性

0将来.再処理を選択した場合は 前回と同線
シナリオ①と同等、全量直按処
分した場合はγナリオ@と同
等a

O政策決定後、 IAEA、米国等(二
国間協定}で締結した保障給量
及び核物質防護l二係る銭術開発
や交渉をやり直す必要性が高
い.その後においても園際的に，
合意できる措置を確立するのに|中東諸国の按兵器開発意欲
1 0年以上の時聞がかかる可能|の高まりにより、核不拡散
性がある-...--_.__._. _. -'""1 要求向上

援原子力により、原子力発電所新設がないので、メーカーの筏術力経符圏繋

筏術力維持 *新規追加項目

国際貢献

FBR開発取りやめ、あるいは遅れが想定されゐことかb、国際責献に支障
国際核燃調パンク ([AEA、IUEC)が瞳立される一方 裁が固における「低浪鎗ウラン備蓄対策事業」が進

められており、諸外の原子力発電所に対する燃料供給保証に活用可能
神新規追加項目

鵠明21Z器時説I~苦言年凹目立ユッカマウンテン処分繍の許認可申請をを取り下げ、今後・使用済燃料軍事関連銀射性廃棄
の高まり l物の安全で長期的な管理方策を検討。使用済燃料は現在大半の発電所でサイト肉貯蔵されている。

英国にてp，利開方策(余剰
p，はW田利用)を公表

・福島事故による新たな原
社会受容性 子力施設の受容性低下
(立地目雛性 卜対応が必要となる自治体

の広域化

; - 10当 面 、 財 閥 処 理闘の廃止1....................j._------------------------ 孟の一次第

l 措置あるいは転用が必要。
! 第二再処理総設 10また.将来、再処理を実施する

場合には、 2050年度頃宣伝でに棺

1-.---_.--_.------_._-_._----1 当焼撲の再処理施設が必要'--1....... ....... .... .." 

10将来‘再処理を実施する場合!こ 将来の判断次第
四 は、 20印年度頃までに相当規模J
茎 MOX燃料製造施段 l のMOX燃料加工施設が必要.

Eli 
引ト一 一一一一一 1一一一一一一一一一~r一一一一一一一一一一 1--'----'----'-'----'---------'--'--- ー ー一一一

条 10原子力発電所の運転を継続する 10至近年で発電所運転への影響の可能性あり
件 1I ためには.極めて近い将来に中
と 間貯蔵施設が必要になる可能性
な 1! がある。 さらに、 2田0年度頃
る までに順次9-12か所が必要.
視 I! 中間貯蔵施役 ..!約5年ごとに1箇所の中間貯

点 (5000トン規模 蔵施設が必要となる・ ~-M<t- ÃI 
.------~.-. 10また、核燃料サイクルに関する 10使用務燃料の直後処分に関する方策、及び立地活動が具体的にならないと、地元が「中間』貯蔵施設である

方針が決まらない状況では、総 ことが確認し〈いため、立地が図鍵になる可能性がある.
設が「中間J貯蔵施霞に留まる
と地元が確信しにくいため、立
地が困難にある可能性がある回

←一一 一一一ー一一寸"“一一一一一一ー一一一一--1..------------一司一寸 一一“一一品目白一“一一一“一一 一一一一一一一 一一一一一 一一一 一

10使用済燃料の取扱についての方 10処分場の必要量1<.判断次第.判断先送りが続<<.政策に関する疑問が生じ、施設立地の困難性が高まる
| 針が決まるまでは、どのような 可能性がある。

i 処分場 | 処分場が必要になるか不明なの
l で、立地活動は困難.

主要屈ではない。

海外の動向
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政策変更に伴う課題

左記シナリオ@と同じ項目に加
え、以下の項目がある.

(f)声レベル廃棄物の処分形態を決
めないことにより、処分場の立
地活動が進まない.

(g)政策決定しないことにより、技 ISFの蓄積によるプラント
術開発の方向性が不透明にな l 停止リスク
る。

(h)政策決定しないことにより、表
が国が再処理を行うことについ
ての国際的理解を維持できない
可能性がある。

前田と同様

O将来に政策選択を行うため技術と
人材を維持する必要があるが.固
と民陪の財政事情から、この維持
は困難で、水準は低いのではない
か.

0長期間事業化しないままで.震が
国が再処理を行うことについての
国際的理解を維持するのは困難.
原子力発電の規模の大鏑繍4の

O場合を除き、原子力政策の変更は
シナリオ骨よりは容易である.

前回と同様

選択肢の確保
(柔軟性〉
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50，000 

以降一定SF累積量

，羽2030年10GW以降一定SF累積量

l・・2030年10GW以降不明SF累積量

1-2030年30GW以降一定設備容量

← ー← 一一ー「ーー2030年10GW以降一定設備容量

t四ー2030年10GW以降不明設備容量

lFl~4廃炉新設なし
設備手IJ用率70日想定

圃剛幽.園周回園開園.圃
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|サイクルコスト試算モデル

• 4つのオプションにおけるサイクルコストの試算

ロ全量再処理技術小委現状モデル

口部分再処理技術小委現状ケースを参考!こ、 1度再処理・

燃焼、文は中間貯蔵後に直接処分

q 直接処分 技術小委直接処分モデル

ロ当面貯蔵 H16年技術小委の考え方に従い、当面貯蔵

後の選択股不明なため、直接処分ケースと

再処理ケースを1: 1で合成。さらに再処理

ケースは、全量中間貯蔵し、 50年後に再開

と想定し、現状モデルで試算

r①全量再処理(現状モデル)J

( .使用済燃料の一部を再処理してリサイクルし、
残りは中間貯蔵の後に再処理

ウラン
燃料製造

50年

2 



If②部分再処理J

盟使用済燃料の一部を再処理してリサイクル。

その後は、残り含め直接処分

ウラン
燃料製造

直接処分

|中間貯蔵一|直接断 | 

日③直接処分モデル」

。
3 

闘使用済燃料全量を中間貯蔵後に直接処分 。
ウラン

燃料製造 I ~~ ~→|中間貯蔵ト一直竺全

59年

4 



，-r④当面貯蔵J

ウラン
燃料製造

国当面貯蔵後の選択股不明なため、直接処分
ケースと再処理ケースを1: 1で合成。

直~中間貯蔵卜---7 i~HlM，~' 

E置
ウラン

燃料製造
口
甘

(( 

放射性廃棄物処分

耳]→|
-繰り返し

5 

l参考資料

シナリオの時間軸設定

(年)

部分再処理
面

1周目 2周回
工程 再モデ処ル理

貯中蔵間

宜モ接デ処ル分 直宅接デ処ル分
中再間貯処蔵理後 中再間貯処理蔵後再処理 再処理 再処理

MOX燃料 B 25 50 25 50 

再処理等 B 25 50 25 50 

SF輸送{発電所→再処理〉 6 6 50 6 50 

SF輸送(発電所司中間貯蔵〉 10 10 10 10 10 10 

SF輸送〈中間貯蔵→直接処分場) 84 58 58 58 

中間貯蔵 60 34 34 34 30 30 

HLW処分 48 65 90 65 90 

直接処分 85 59 59 59 

6 




